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軟式野球大会に4ブロックから6チーム参加

全運輸近畿・ハーバーズが全国制覇
　国公労連は7月29～30日、結成30周年記念軟式野球大会を愛知県において開催しました。大会には、東北（全法務東北地本）、関東（シーバース・全港建関東）、東海（全法務静岡支部、全労働岐阜支部）、近畿（ハーバーズ・全運輸近畿支部、全運輸神戸海運支部）の4ブロックから6チームが参加し、29日に予選リーグ、30日には3位決定戦と決勝戦を行いました。
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　決勝戦の舞台となったナゴヤ球場は気温40度に達する酷暑。予選リーグを圧倒的強さで勝ち抜いた全法務静岡支部と記念事業全種目で全国制覇を狙う近畿代表のハーバーズの対決。序盤戦は、予選リーグを上回るような打撃力で全法務静岡支部がリード。
しかし、3回表にハーバーズが反撃。連続安打などで満塁として相手投手の乱れを誘い、四死球で2点を返しました。6回にはハーバーズがライトオ―バーのランニング
ホームランで同点。最終回のハーバーズの攻撃では、右翼手が飛打球を見失うハプニングもあって２点を勝ち越し、これが決勝点となりました。

	　
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	計

	ハーバーズ全運輸近畿支部
	0
	0
	2
	0
	0
	1
	2
	5

	全法務静岡支部
	1
	2
	0
	0
	0
	0
	0
	3
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壮絶な打撃戦を制した全法務東北地本が3位に

　前日夜の疲れが残る中、3位決定戦は8時
40分にプレイボール。前半は全法務東北地
本がシーバースを圧倒、4回まで毎回得点を

重ねてその差は12点に。1時間余を経過し、
ようやく本来の調子を取り戻したシーバース
は6回に大反撃。レフトオーバーの本塁打を
含む連打で一挙8点を返しましたが、あと一
歩及ばず全法務東北地本が3位を獲得しました。

	　
	1
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	計

	全法務東北地本
	3
	3
	4
	3
	0
	3
	0
	16

	シーバース(全港建関東)
	0
	1
	0
	0
	2
	8
	1
	12


愛知県一宮総合運動場で予選リーグ

熱戦の末、全法務静岡支部、全運輸近畿支部が決勝戦に進出
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　7月29日正午、4ブロックの代表6チームが一宮総合運動場に結集氏、開会式と予選リーグを行いました。
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　開会式では、全運輸神戸海運支部の西尾キャプテンが選手宣誓。2グループに分かれての予選リーグを展開。予選リーグの結果は以下のとおりですが、Ａグループでは、全労働岐阜支部が大会覇者のハーバーズにサヨナラ勝ちするなど、熱戦が繰り広げられました。
	Ａグループ
	ハーバーズ　　　　　(全運輸近畿支部)
	全労働岐阜支部
	全法務東北地本

	ハーバーズ　　　　　(全運輸近畿支部)
	　
	4　-　5　
	9　-　0

	全労働岐阜支部
	5　–　4
	　
	0　-　5

	全法務東北地本
	0　–　9
	5　-　0
	　


	Ｂグループ
	全法務静岡支部
	全運輸神戸海運
	シーバース　　　　　(全港建関東)

	全法務静岡支部
	　
	13　-　1
	7　-　1

	全運輸神戸海運
	1　-　13
	　
	2　-　12

	シーバース　　　　　(全港建関東)
	1　-　7
	12　-　2
	　


＜決勝戦と3位決定戦を戦ったチームのコメントです＞
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優勝　ハーバーズ(全運輸近畿支部)


念願の日本一になって最高です。昨日は、「世界の山ちゃん」で幻の手羽先を食べてパワーをつけました。


全国の組合の野球部の皆さん。ハーバーズはどこにでも遠征しますので呼んでください。


優勝バンザイ！！(村上良明助監督談)





第4位　シーバース　（全港建関東）


30周年記念の野球大会に参加できて光栄です。野球の結果は満足行くものではありませんでしたが、名古屋は満喫させていただきました。大会運営の方々ありがとうございました。ナゴヤ球場最高！！


(レストスタンドにホームランを打ったシーバースの猿田選手談)


初日は、昼・夜とも不発でしたが、最後に一発がでてよかったです。ふがいない試合展開の中で、最後にみんなの意地が猛攻につながったのがせめてもの救いでした。





準優勝　全法務静岡支部


優勝したハーバーズにはすばらしいチームワークを見せていただきました。優勝おめでとうございます。


また、いつか対戦させていただきたいと思います。ありがとうございました。





第３位　全法務東北地本


はるばる東北から参加して、思う存分試合を楽しむことができてとても心地よい気持ちです。東北６県の選抜チーム（寄せ集め？）で一体どうなるのかと不安でしたが、日頃の労働運動捏誓ったチームワークのおかげで、一瞬にしてその不安はなくなりました。


会場までの電車の中で意思統一を図り、その夜、「世界の山ちゃん」でも意思統一を図り、自分を奮い立たせながら試合ができたことは、今後の労働運動に弾みがついたと思います。全法務バンザイ、国公労連バンザイです。


全国の国公労働者と交流できたことは本当によかったです。また、大会に参加するにあたり、多数カンパしてもらいましたことにお礼申し上げます。みなさん、また会いましょう。
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30周年記念事業ＮＥＷＳ








２００６．８．２　　ＮＯ.７　　「国公労連結成30周年記念事業」実行委員会発行





国公労連結成





～たたかいの歴史を振り返り、21世紀国公労働運動の飛躍を期す～
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